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１．概要（Summary） 

これまでに THz 技術として様々な発生、検出方法が提

案されるとともに制御デバイスの発展も期待されている。

現在までに THz 波の制御デバイスとしてレンズやミラー、

偏光板のようなpassiveなものからテラヘルツスイッチのよ

うな active なものまで様々なものが提案されてきた。その

ような中、THz 波制御デバイスの作製にあたってメタマテ

リアルの利用が注目されている。今回、カットワイヤメタマ

テリアル(CW)構造に着目し、試料の設計・作製および、

その光学特性を評価した。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
マスクレス露光装置（大日本科研社製、 MX-1204）、マ

スクアライナ（ミカサ社製、  MA-10）、真空蒸着装置

（ULVAC 社製、 VPC-1100） 
【実験方法】 

上記の装置を利用し、CW メタマテリアルを Si 基板上

に作製した。このとき CW の角度を長軸方向に対し 0°、

30°、60°、90°に変化させた。マスクレス露光装置によ

りパターン描画を行い、金薄膜を製膜後、リフトオフ法によ

り構造を作製した。その後、SU-8 を表面に塗布しハード

ベイクを行うことでメタマテリアルを含むSU-8フィルムを作

製した。これらの試料の透過特性を THz-TDS により調べ

た。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した CW メタマテリアルの顕微鏡写真および透過

スペクトルを Fig. 1 に示す。(a)(b)(c)(d)はそれぞれ 0°、

30°、60°、90°のものである。ここで、CW の長さは

90μm であった。設計通り、それぞれの角度の CW が作

製できた。入射 THz 波の偏光は CW の長軸に平行であ

り、CW の角度がその偏光方向からずれるに従い、吸収

が減り透過ディップが消失していく様子が観測できた。  

 

 

 

 
Fig. 1 Microphotograph (left) and  
THz transmission spectra (right) 

４．その他・特記事項（Others） 
なし。 
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